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砂防資料館見学者案内

今年で５回目を迎える『月の沢龍神街道スノーアートフェスティバル』が同実行委員会主催で２月２２
日（土）～２３日（日）に庄内町北月山荘周辺で開催されました。このイベントは庄内町立谷沢地区の豪
雪を活用し、交流人口拡大による地域の活性化を目的とし、立谷沢地区の皆さんの手作りによるイベ
ントで、雪のオブジェや雪像、雪だるまなどの制作、ゴムチューブ滑り、雪像のライトアップなど、雪の魅
力をたくさん盛り込んだイベントが繰り広げられました。当日はときおり吹雪くあいにくの天気となりまし
たが、会場にはゴムチューブ滑りをする子供たちの歓声が響いていました。
当出張所では、北月山荘内に広報コーナーを設けて土砂災害や立谷沢川流域で行っている砂防事

業等を紹介するパネル展示を行いました。

パネル展示 ゴムチューブ滑り 龍の雪像
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～砂防資料館～
開館日 ： ※土日・祝日は閉館しております。
※ご利用の際は事前にご予約ください。

立谷沢川砂防出張所ページをご覧ください

砂防の「さ」
希望の「き」
をとり、親しみが持
てるよう「さきちゃ
んだより」とネーミ
ングしました！

安全パトロールを実施しました
１月２４日（金）、庄内地区の２つの出張所（立谷沢川砂防出張所・赤川砂防出張所）と、それぞれの工事を担

当する施工業者とが合同で「平成２５年度 第２回庄内地区安全パトロール」を実施しました。
この日は総勢２１名が立谷沢川砂防出張所管内の砂防事業の工事現場において、安全管理状況の確認を

行い、事故の発生を未然に防ぐための点検を行いました。
現地のパトロール後は全体で検討会を行い、改善すべき点など意見を出し合い、安全対策についてより一層

取り組んでいくことを決意しました。

現場の安全点検 現場事務所の点検 検討会の様子

これから気温が上昇し「全層雪崩」が

発生しやすくなります。

全層雪崩は、斜面の固くて重たい雪

が地表面の上を流れるように、自動車

並み（時速40～80ｷﾛﾒー ﾄﾙ）で滑ります。

一方、１～２月の厳寒期に多く発生す

る表層雪崩は、古い積雪面に積もった

新雪が、新幹線並み（時速100～200ｷﾛ

ﾒー ﾄﾙ）で滑り落ちます。

工事事故撲滅を目指して！！

雪崩発生の兆候
を発見したときや、
雪崩が発生したとき
は速やかにその場
から離れ、安全を確
保しましょう。

雪崩の速度は、雪崩の密度、層厚など
の要因によっていろいろです。おおむね、
表層雪崩の場合は100～200km/hと新幹
線並みの速度。また、全層雪崩の場合
は40～80km/hと自動車並みの速度とさ
れています。

新幹線と自動車では、ブレーキをかけてから止まるまでの走行

距離が違うのと同様に、表層雪崩の方がより遠くまで流下します。

雪崩とは山腹に積もった雪が重力の作用によって、崩れ落ちる現象

をいいます。また、すべり面の位置の違いによって大きく表層雪崩と

全層雪崩の２つに分けられます。


